



































しての安全 安心マ ノブの作成が示さjtでいるOまた､安全 ･安心マップづくりは､1 日時の決定､














平成17年度 室口池 (福知山市)､福井谷池 (京丹後市),法花寺野新地 (加卸町)､乱引也 (京丹波
町)
平成18年度 虚空磯谷池 (京田辺市)､川北奥池 (棉知山市)､宮ノ奥地 (綾部T打)
平成19年度 上ケ市池･野上池 (福知山市)､狭間池･国光池 (綾部市),大正池 (井手町)､池の谷
池 (京丹後市)
集落安心 ･安全マップ















































名称 /諸元 堤高 堤長 総貯水畳 受益面積
1山ノ神池 10_6m 93.0m 12千mユ 9_Oha
2捨谷池 6.1 50.0 12 10,0
3谷奥 中池 8.3 70.0 22 13.0
4谷奥下地 5_6 81.0 15 13.0
5細原酉池 4_0 97.0 L6 3_0
6寺ケ谷 中池 3.6 31.0 0.7 1.0
7寺ケ谷下池 3.0 20.0 0.6 1.0
8北奥地 3.0 58,0 32_0 1.0
9細原 中池 3.5 30,0 1.3 3_0



























































部故､盗難等の犯罪 ･防犯､地震 ･雷 ･火事､自然災書に伴う二次災害三次災害など)の指摘､危険










































































された提林水産省の事業である ｢農地 ･水 ･環境保全向上対策事業｣(5年間)の対象でもある｡
この他,神前区は2007年度より京都府独自の事業である ｢農業 ･腹材活性化経営体づくり事業｣の
対象にもなった｡集落骨髄を目指す神前区では､この事業により､施設設備の充実と共同使用の棟械
(田植機､ トラクター,精米機､米のカラー選別機)の購入を行っている｡
2007年7月10Elには､森林から恵みを受ける村民の参画と協同で森林を守り育てる｢京都モデJレフォ
レスト運動｣の第1号として神前地区の森林48haが指定された.これは株式会社村田製作所が神前地
区の束林において､地域住民や関係Efl体等と連挑 .協働して取り組む､森林保全活動であり､該当の
森林は ｢ムラタの森｣と名付けられた02008年4月には2件日のモデルフォレスト遥動の協定締結が
行われ､｢労災の森｣と名付けられた地区で､竹林を山林に戻す活動が開始されたO
この他､神前農家組合は2006年1月から毎月1回の ｢神前中山間だより｣を発行している｡これは
2007年7月から ｢神前ロハスな便り｣と改称され､現在も続いているO当然､安心 ･安全マップ関連
のワークショプの開催や概要は､この便りに順次､掲載されている｡
1998年からは5月から12月までの毎El昭の9時から､神前村むらづくり委員会による朝市も開かれ､
地区の野菜や特産品が販売されているO神前村むらづくり委月会は区長はじめ区内の各種団体の代表
と生産者から成る組織であるQ
ふるさとを守る会は､農業以外にも2009年4月には区内の86小字の名称を記した道標を設置したoこ
れは開場整備に伴って小字の境界が変更されたことに起因し,歴史や文化を守る過勤の一環としても
行われた｡
Ⅴ あわりに
神前区において､府との協力によってため池ハザードマノブを含む地域の安全安心を守るためのパ
ンフレノトが速やかに作成された要因は､第Ⅳ節に述べたように､神前区ではハザードマップ作りを
行う以前より､地域振興や農村振興､農村整備に関する活動が熱心であり､それらの実節や経験に基
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づいて安全安心バンフレノト作りが速やかに行えたと首える.その際に､地域を牽引するリー ダーの
役割が大きいことは言うまでもない｡特に.ふるさとを守る会の会長であるY氏は,1995-2007年ま
で私闘市法会議員を勤め,積極的に行政と地域との連携を深めるとともに､様々なアイディアで行串
や群発を企画している｡また､K氏は私岡市役所に勤務され､前記の ｢神前ロハスな便り｣を指炎 ･
発行する任に当たる他､ワークショップの記主菜をDVDに保有した記録典を作成するなど､高齢者と若
者､旧住民と新住民とをつなぐ役割を果たしている｡この他にも何人もの熱心な方々によって､地域
の保全や撮興が図られているO
また､神前区では被災地図を作成するにあたって､1981年に作成された1/10000地図が保存されてい
たことにより､作成が円滑に行われた.同様に､b現場整備の前後に作成された1/5000地形図もため池
の氾濫解析を行う際に役立った.些末なことに思えるが､大縮尺の古い地形図はその地域の自然的な
特質を知る上にきわめて大串な道具となるので､保有しておくことが重要である.1/25000地形図は全
国をカバーしているものの､区という単位の地域やため池の氾荘区域などの′トさな範緒を見るには節
尺が′トさすぎて､地域の特色がわからない.同株に､国土交通省国土地理院の空中写真についても､中
山間地域においては大稲尺のものがなく､′ト地域の特色はわかりにくい｡
一般的に河川水書のハザードマノブなどでは､行政が作成して､一斉に住民に配布されるが,広範
な地域を対象としているマップであることや既往JIk大tJt･水の牧水区域が示されているため､実際に由
分の住む身近な地域との関連性がつかみにくい点がある｡その悲味で､ため池ハザードマノブは河川
にくらべてきわめて狭い区域が対象となるため､行政は当初から住民を組み込んだマップ作りを行い
やすい｡そして､ワークショ ノブのように行政と住民が-幕別こ活動する場を通じて段階的にマノブを
作成することは､山来上がったマップを住民が理解しやすく､活用もしやすいものになる｡
リーダーの存在やこれまでの地域保全活動の実節という好条件がそろった神前区でのハザードマノ
ブ作りの実践は､どこの地域においても簡単に行えるものとは言い維いが､今後の農相での災害への
取り組み方として多くの示唆を含むものといえよう｡
参考文献
内E]和子(2009) ため池ハザードマyプの現状､水利科学第308号､pp70-85､日本治山治水協会｡
宮滞iIJ'-治 ･日外7ソシューッ霜(2008)r台風 ･気象災書全史J､p253｡
国土交通省近鼓地方整備局(2001) 淀川淀城委fl会淀川部会ニュースNa4･5･6､p6｡
